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九頭竜ダム 

中角 

間接流域

117.0km2

集水面積

184.5km2

真名川

ダム

 

 

 

九頭竜ダムは、昭和 34 年 9 月の伊勢湾台風と

昭和36年9月の第二室戸台風による出水を契機

に、下流地域の洪水被害の軽減と発電の多目的

ダムとして九頭竜川本川最上流にあたる福井県

大野郡和泉村（平成 17 年 11 月に大野市に編入）にお

いて昭和 39 年に着手し、総工事費約 266 億円で

昭和 43 年 7 月に完成しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 九頭竜ダム位置図 

【九頭竜ダムの諸元】 

形  式 
土質遮水型 

ロックフィルダム 
総貯水容量 ３５３百万ｍ３ 

堤  高 １２８ｍ 有効貯水容量 ２２３百万ｍ３ 

堤 頂 長 ３５５.０ｍ 堆 砂 容 量 
死水容量 130 百万ｍ３ 

（内堆砂容量 11.78 百万ｍ３）

堤 頂 幅 １２.０ｍ 洪水調節容量 ３３百万ｍ３ 

集水面積 
１８４.５ｋｍ２ 

（間接流域 117k ㎡）
発 電 容 量 １９０百万ｍ３ 

湛水面積 ８.９ｋｍ２ 発電最大出力 ２２万ｋｗ 

１．九頭竜ダムの概要 

九頭竜ダム 
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ダム湖周辺には、キャンプ場や休憩所、各種レクリエーション施設

などが整備されており、ダム下流においても観光施設や景勝地などの

観光資源が数多くあります。 

平成 6年に「道の駅 九頭竜」がオープン、平成 11 年には中部縦貫

自動車道油坂峠道路の開通により、岐阜方面からのアクセスが向上す

るなど、観光・レクリエーション地区として観光客の利便性が高まっ

ています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

図 1-2 貯水池周辺の主な観光資源 

３ｋｍ 

九頭竜ダム

道の駅 九頭竜

九頭竜峡（大野市） 九頭竜紅葉まつり（大野市） 

下半原地区（散策路・キャンプ場等）野尻地区（法面整備・休憩所等）
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２－１．事業の背景 

九頭竜ダム流域の年間降水量は約 3,000～3,500mm と多く、特に冬季の

積雪は約３～５mに達することから、雪崩による斜面崩壊が多く発生して

いる。山林伐採も相まって、梅雨や台風等による出水においては、濁質

が貯水池に流入し、長期にわたって下流河川が濁る現象が見られました。 

特に、昭和 51 年の台風 17 号による

降雨（久沢雨量観測所での時間最大雨

量は 45mm、６日間での累加雨量は

850mm）では、ダム上流域の各所で山崩

れや土石流等が発生し、大量の土砂が

貯水池に流入しました。その結果、貯

水池全体が濁水化し、長野発電所放水

口（位置は、図 2-1 参照）での濁度が平常値

（5程度）に回復するまで、約 80 日を

要しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この濁水の長期化によって、ア

ユ漁への被害が発生し、社会問題

となりました。 

 

 

 

 

 

 

２．事 業 の 概 要 

昭和 51 年の台風 17 号による

洪水吐ゲートからの放流状況

九頭竜ダム下流河川の状況 
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２－２．事業の目的 

 以上の背景を踏まえ、濁水長期化の軽減を目的として、本事業を実施

しました。 
 

事業（対策） 

・崩壊法面の保護・緑化による発生源対策 

・土砂・濁質の貯水池への流入対策 

事 業 期 間：昭和６２年度～平成１２年度 

全体事業費：約１３.１億円 
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２－３．事業の概要 

九頭竜ダム貯水池水質保全事業では、ダム貯水池周辺における濁質の

流入要因となる状況を踏まえ、発生源対策及び流入対策について下記４

地区を対象にそれぞれ整備を行いました。 

表 2-1 事業地区の概要 

 事業地区 濁質の流入要因となる状況 整備内容 

①越
お

戸
と

谷
だに

 

地区 

・貯水池に直接面する崩壊地 

（平均傾斜 40°、斜面長は最長 100m） 

・新たな崩壊の恐れを確認 

段切緑化 
（昭和 63～ 

平成 2年度）

発
生
源
対
策 

②キリ山
やま

 

 谷
だに

地区 

・貯水池に直接面する崩壊地 

・崩壊源頭部の崩落が継続、拡大の恐れ

あり 

法面保護 
（平成 4年度）

③面
おも

谷
だに

 

地区 

・上流に土砂約 4万 m3 

・5,000m3以上の土砂が渓流沿いに堆積 
枠組堰堤 
（平成 3年度）流

入
対
策 ④上

かみ

半
はん

原
ばら

 

地区 

・貯水池に流入する河川の中で、最も多

く土砂が流入（年間約 4.2 万 m3（昭和

56～61 年の平均値）） 

水質対策堰堤 
（平成 5～12 年度）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 事業実施箇所位置図 

 

④上半原地区

（流入対策）③面谷地区

（流入対策）

②キリ山谷地区

（発生源対策）

①越戸谷地区 

（発生源対策） 

直轄管理区間 

凡 例 

上流

下流 

長野発電所 

放水口 
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（１）発生源対策（越
お

戸
と

谷
だ に

地区） 

【概要】 

・貯水池に流入する土砂・濁質の発生源対策として、段切緑化工（土

留壁の設置、芝生種子の吹き付け、芝張り、ヨモギ・ススキ等の

植生ネット）を施工 

【施設諸元】 

段切緑化：5,750 ㎡ 

ロックアンカー吹き付け：696 ㎡ 

【整備期間】 

段切緑化：昭和 63～平成 2年度 

【事業費】 

段切緑化：140,000（千円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前 

整備後 

種子吹き付け

段切による小段
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（２）発生源対策（キリ山
やま

谷
だ に

地区） 

【概要】 

・貯水池に流入する土砂・濁質の発生源対策として、法面保護工を

施工 

【施設諸元】 

法面保護：350m2 

【整備期間】 

法面保護：平成 4年度 

【事業費】 

法面保護：36,000（千円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法面保護施工

整備前 

整備後 
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（３）流入対策（面
おも

谷
だ に

地区） 

【概要】 

・貯水池への土砂・濁質の流入を防ぐために、枠組堰堤を設置する

ことにより河床勾配を緩め、土砂をとどめる。 

【施設諸元】 

集水面積：7.10km2 

形  式：鉄筋コンクリート方角材 

枠組構造 

堤  高：5.0m 

（水通し部 3.0m） 

堤 頂 長：28.0m 

堤 頂 幅：4.2m 

【整備期間】 

平成 3年度 

【事業費】 

53,000（千円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠組堰堤施工

面谷川 

土砂・濁質の堆積

河床勾配の緩和 

図 2-2 枠組堰堤模式図 

整備前

面谷川 整備後 
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（４）流入対策（上
かみ

半
は ん

原
ば ら

地区） 

【概要】 

・貯水池への土砂・濁質の流入を防ぐために、水質対策堰堤を設置

することにより土砂・濁質をとどめる。 

【施設諸元】 

集水面積：31.5km2 

形  式：重力式コンクリート 

堤  高：12.0m 

堤 頂 長：183.0m 

堤 頂 幅：2.0m 

諸 設 備：階段式魚道（水路幅 2.0m） 

排水設備 

【整備期間】 

平成 5～12 年度 

【事業費】 

1,060,000（千円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質対策堰堤施工

九頭竜川

図 2-3 水質対策堰堤模式図

整備前 

九頭竜川 

整備後 

整備後 
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（５）その他周辺地域における他機関による事業 

九頭竜ダム貯水池周辺における福井県砂防指定地は、下図のとおり

４河川で指定されています。 

そのうち、水質対策堰堤上流に流入している多母谷川においては、

福井県の砂防事業等によってこれまでに堰堤３基が設置されていま

す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-4 貯水池周辺の福井県砂防指定状況 

 

 

２－４．貯水池周辺地域の社会・経済情勢の変化等 

○貯水池周辺地域（旧和泉村）の人口・世帯数の状況 

九頭竜ダムのある旧和泉村（平成17年 11月に大野市に編入）では、

ダム建設に伴う移転などにより、昭和 40～45 年にかけて 5,723 人か

ら 2,453 人と一時人口が大きく減少しました。その後も減少傾向は続

き、近年は緩やかな減少となっていますが、平成 17 年現在の人口は

669 人となっています（国勢調査結果より）。 

 

 

 

昭．３７．６．１９ 建設省告示第１４１１号

昭．３６．１．２３ 建設省告示第７３号

昭．３７．６．１９ 建設省告示第１４１１号

昭．２７．６．５ 

建設省告示第７３５号

久
沢
川

荷
暮
川

多
母
谷
川

林
谷
川

凡  例 

 砂防指定地区域
直轄管理区間 

凡 例 

上流

下流 

水質対策堰堤
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事業完了後、平成 14 年に昭和 51 年台風 17 号を上回る出水が発生し

ましたが、社会問題になるような濁水の長期化には至りませんでした。 

表 3-1 濁水が長期化した際の出水状況 

 出水原因 
ピーク流入量

（m3/s） 

総雨量

（mm）

時間最大 

雨量（mm）

濁水の長

期化日数 

昭和51年 台風 17号 1,030 850 45 約 80 日間

平成14年 台風６号 1,680 408 60 約 60 日間

（注）総雨量、時間最大雨量は久沢雨量観測所のデータである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 事業による発現効果と水質調査地点 

 

 

 

 

 

（注）昭和 51 年と平成 14 年では調査地点が放流口地点と貯水池内とで異なるが、ほ

ぼ同様の水質と考えられる放流口地点（貯水池内水深 7m で取水）とダム直上流の

貯水池内 No.6（水深 5m）の調査結果を比較した。 

３．事業効果の発現状況 

流入対策 

（上半原地区）流入対策 

（面谷地区）

発生源対策 

（キリ山谷地区）

発生源対策 

（越戸谷地区） 

直轄管理区間 

凡 例 

上流

下流 

昭和 51年 

水質調査地点 

放水口 

平成 14年 

水質調査地点 

No.6（水深5m）
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経過日数ごとの濁度※を近似式により推定し、事業実施前後を比較し

た結果、図 3-2 に示すように、昭和 51 年には約 80 日間濁水が長期化

したものが、平成 14 年では約 60 日間に短縮され、濁度については 10

～30 程度の改善状況がみられました。 
 

0

50

100

150

200

250

300

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80

濁水発生後の経過日数

濁
度

0

100

200

300

400

500

600

貯
水
池
へ
の
日
平
均
流
入
量
（
㎥
/
s

H14年濁度(貯水池内No.6） S51年濁度（放流口地点）
H14年濁度近似式 S51年濁度近似式
H14年流入量 S51年流入量

 

 
 

図 3-2 濁度と貯水池への日平均流入量の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※濁度： 

純粋な水は無色透明で色も濁りもないが、種々の物質や粘土のような水に溶けな

い縣濁物があると、色や濁りを生じ、透視性が低下する。この濁りの程度を数値

で表現したのが濁度であり、一定の粒度のカオリン 1mg が水１L 中に含まれてい

る場合の濁りを濁度１度（または 1mg／L）とする、と定義されている。 

濁度の測定には、視覚法（肉眼で標準液と比較）や透過光測定法（分光光度計を

用いる方法）などがある。 

 

貯
水
池
へ
の
流
入
量
（
m
3
/s
）
 

台風の影響で雨が降り始めた日からの経過日数

（10～30 低減） 

改善効果

比較を行った期間 

（比較可能な水質調査結果が存在し、経過日数と流入量の関係が同程度の期間） 

平成 14 年 約 60 日

昭和 51 年 約 80 日 
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４－１．評価期間 

 

費用対効果の算定にあたっては、各施設の耐用年数から総合耐用年数

を算出し、事業完了後の平成 13 年から平成 47 年までを評価期間としま

した。 

 

 

 

 

※各対策の耐用年数は、財務省の「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」を

もとに設定 

 

 

この評価対象期間中に発生する濁水の長期化は、管理開始後の昭和 44

年度から平成 16年度までの 36年間に昭和 51年の出水と同程度のものが

8 回発生していることから、35 年間では約 7.8 回発生するものと考えま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-1 管理開始後の出水状況 

 

４．費用対効果の算定 

評価対象期間＝便益発生期間（総合耐用年数）＝35.26 年 

段切緑化・法面保護 20 年、枠組堰堤 40 年、水質対策堰堤 40 年から算出
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４－２．直接効果 
 

貯水池水質保全事業の直接効果として、濁水長期化時の濁水の改善効

果を表 4-1 に示すように、浄化対策費用の削減、漁業被害額の削減を代

替市場※として選定しました。 

表 4-1 直接効果の代替市場の選定結果 

受益者 便益等 代替市場による便益選定 

上水利用者 

上水として利用

するための処理

費用の軽減 

濁水の長期化時に生じる既往施設

における浄化対策費用（凝集剤の添

加等）の削減 

農水利用者 
農業生産量の 

増加 
今回評価なし 

内水面漁業者 漁獲高の増加 濁水の長期化時の漁業被害の削減 

発電事業者 

水力発電に使用

する施設の減耗

度の軽減 

今回評価なし 

国 

・ 

地方自治体 

ダム貯水池の浚

渫コストの軽減 
今回評価なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※代替市場：評価対象社会資本と同様の効果を有する他の市場。 

評価額は、対象となる整備が一定の被害軽減を目的とする場合には、回

避される被害額となる。 
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（１）浄化対策費用の削減の便益の算定 

九頭竜ダム下流では、福井市が鳴鹿大堰下流において取水・浄水を行

い、水道用水として利用しています。 

そのため、浄水場における濁水長期化１回当たりの対策費用を原単位

として、事業実施前後の差額を把握し、評価期間中に予想される濁水長

期化の発生回数から便益を以下のように算定しました。 

 
 

■ 事業実施後の対策費用 

事業実施後の濁水長期化時の対策（薬剤投入・汚泥処理）費用（平成

14 年：60 日間実績）を整理（12.23 百万円／回） 

 

■ 事業実施前の対策費用 

事業実施前の濁水長期化（昭和 51 年）時の対策費用は不明であった

ため、貯水池内の濁水改善効果から以下の手順で推定 

１．貯水池内の水質と浄水場における水質の相関関係を把握 

⇒浄水場における事業の濁水改善効果を相関式から推定 

 

２．浄水場における濁水改善効果から事業実施後の対策費用を割

り戻して事業実施前の対策費用を推定（15.56 百万円／回） 

 

■ 事業実施による浄化対策費用の削減 

上記の事業実施前後の対策費用の差分が、１回の濁水長期化時の

事業実施による対策費用の削減に該当（3.33 百万円／回） 

 

■ 濁水の長期化の恐れのある出水の発生回数予測 

管理を開始した昭和 44 年から平成 16 年までの期間に、昭和 51 年

と同規模の出水が発生した回数から、評価期間（35 年）中の発生

回数を推定（7.8 回） 

 

■ 評価期間中の単年度便益（直接効果）の把握 

（濁水長期化時の浄化対策費用の削減） 

＝（１回の濁水長期化時の対策費用：3.33 百万円／回） 

×（評価期間中の濁水長期化の発生回数：7.8 回）÷（評価期間：35 年） 

＝0.74 百万円/年 
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（２）漁業被害の削減の便益の算定 

昭和 51 年の濁水の長期化に伴い、電力会社が漁協に支払った実績被

害額は 800 万円でした。 

そのため、貯水池水質保全事業による濁水の長期化の短縮効果を踏ま

え、評価期間中に予想される濁水の長期化の発生回数から便益を以下の

ように算定しました。 

 

 

■ 濁水長期化における放流１kg 当たりの被害金額の把握 

800 万円（昭和 51 年被害実績）÷12,028kg（昭和 51 年当時の放流量） 

＝665 円/kg（昭和 51 年価値）→2,074 円/kg（現在価値） 

 

 

■ 事業実施による濁水長期化一回当たりの被害の削減額 

事業の濁水の改善効果により、濁水の長期化の日数が 80 日から 60

日に削減したと考えると、 

2,074 円/kg×（80-60）日÷80 日×23,155kg（近年の放流量） 

＝12.01 百万円 

 

 

■ 濁水の長期化の恐れのある出水の発生回数予測 

管理を開始した昭和 44 年から平成 16 年までの期間に、昭和 51 年

と同規模の出水が発生した回数から、評価期間（35 年）中の発生

回数を推定（7.8 回） 

 

 

■ 評価期間中の単年度便益の把握 

（濁水長期化時の漁業被害の削減） 

＝（１回の濁水長期化時の対策費用：12.01 百万円） 

×（評価期間中の濁水長期化の発生回数：7.8 回）÷（評価期間：35 年） 

＝2.68 百万円/年 
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４－３．間接効果 
 

貯水池水質保全事業により間接的に得られる効果を把握するため、観

光客及び居住者（沿川住民）を対象にＣＶＭ（仮想市場法）※によるアン

ケート調査を実施し、支払意思額を把握することによって便益を算定し

ました。 

 

（１）調査対象設定の背景となる観光動向 

貯水池周辺には、キャンプ場やスキー場、国民休養地、道の駅、各種

レクリエーション施設があり、貯水池周辺の観光入込みは年間約 50～70

万人で推移しています。 

なお、平成 16 年は、福井豪雨（７月）にみられる大雨の影響によって、

一時的に減少しています（ＪＲ越美北線一乗谷～美山間では運転を取り

止め、現在もバス代行運転をしています）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 観光入込み状況    出典：大野市資料 

なお、九頭竜ダム周辺への来訪

者の居住地域は、中京地方が約

44％を占めており、中京・関西圏

が過半数を占めています。 

福井県内は約 25％となってい

ます。 
図 4-3 来訪者の居住地域 出典：大野市資料 

※ＣＶＭ（仮想市場法）： 

市場で金銭取引されていない価値について、人々に支払意思額などをたずねることで、サー

ビスを直接受ける以外の人や周辺の環境等に及ぶ効果や影響の価値を直接的に評価する手法。 
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ダム湖周辺には、キャンプ場や休憩所、各種レクリエーション施設

などが整備されており、ダム下流においても観光施設や景勝地などの

観光資源が数多くあります。 

平成 6年に「道の駅 九頭竜」がオープン、平成 11 年には中部縦貫

自動車道油坂峠道路の開通により、岐阜方面からのアクセスが向上す

るなど、観光・レクリエーション地区として観光客の利便性が高まっ

ています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

図 1-2 貯水池周辺の主な観光資源 

３ｋｍ 

九頭竜ダム

道の駅 九頭竜

九頭竜峡（大野市） 九頭竜紅葉まつり（大野市） 

下半原地区（散策路・キャンプ場等）野尻地区（法面整備・休憩所等）
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（２）アンケート調査の概要 

 

表 4-2 ＣＶＭアンケート調査の概要 

 
調査 

方法 

配布 

数 
質問事項（主な項目） 備  考 

観
光
客 

直
接
配
布
・
郵
送
回
収 

1,500
通 

○九頭竜ダムに関する質問 

来訪頻度、濁水及び対策の認知度等 

○九頭竜ダム周辺の観光に関する質問 

来訪目的、交通手段等 

○貯水池水質保全事業に関する質問 

・貯水池水質保全事業の概要説明 

・事業効果の説明 

・貯水池水質保全事業への支払意思額 

・支払意思額の理由 

平成 17 年 10

月末に開催

された「九頭

竜紅葉まつ

り」の会場及

び九頭竜ダ

ム堤体付近

の来訪者 

沿
川
住
民 

郵
送
配
布
・
郵
送
回
収 

1,500
通 

○九頭竜ダムに関する質問 

来訪頻度、濁水及び対策の認知度等 

○貯水池水質保全事業に関する質問 

・貯水池水質保全事業の概要説明 

・事業効果の説明 

・貯水池水質保全事業への支払意思額 

・支払意思額の理由 

上流部・中流

部沿川７自

治体の川か

ら3km圏内の

世帯（旧和泉

村について

は全世帯） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-5 沿川住民向け調査対象範囲 

濃い色：調査対象範囲 

薄い色：九頭竜川流域 

鳴鹿大堰
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＜アンケート調査用紙＞ 
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このアンケート調査では、事業による濁水期間の短縮、景観の向上、

生物の生息環境の向上に対して、どの程度支払ってもよいと考えるかと

いう金額（支払意思額）を調べ、そこから便益を算定しました。 
 

 

（３）観光客の便益 

・アンケート回収率…29.3％ 

・アンケート結果から算出された支払意思額…186 円／来訪回（人） 

←アンケート結果をもとに CVM により算出 

・受益範囲…九頭竜ダム周辺の観光入込客数（旧和泉村調べ）のうち、

近年最も少ない入り込み実績値（平成 16 年）に近い「30

万人／年」を受益範囲として設定 

 

 

 

・便益＝186 円／来訪回（人）×30 万人／年＝55.80 百万円／年 
 

 

 

（４）沿川住民の便益 

・アンケート回収率…67.0％ 

・アンケート結果から算出された支払意思額…182 円／世帯・月 

←アンケート結果をもとに CVM により算出 

・受益範囲…沿川住民にとって、九頭竜川がよく見え、川に接しや

すい区間である上流から鳴鹿大堰付近までを受益範囲

として設定 

「大野市全域＋九頭竜川上・中流部の沿川３km 圏」 

 

 

 

・便益＝182 円／世帯・月×28,597 世帯×12 ヶ月＝62.46 百万円／年 
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４－４．費用対効果 

 

・費用対効果の算定にあたっての条件は、下表のとおりです。 
 

表 4-3 費用対効果算定の条件 

 算定の条件 備考 

事業の工期 昭和 62 年～平成 12 年  

評価対象期間 平成 13 年～平成 47 年 ※１、２ 

社会的割引率 ４％  

基準年次 平成 17 年  

※１：評価対象期間＝便益発生期間（総合耐用年数）＝35.26 年 

法面緑化 20 年、枠組堰堤 40 年、水質対策堰堤 40 年で計算。 

※２：一連の全ての事業が完了した翌年度から便益が発生するものとした。 

 

 

・総費用は、評価対象期間の事業費と維持管理費の合計を平成 17 年

を基準に現在価値化して、約 1,990 百万円と算出しました。 
 

表 4-4 費用一覧 

 費用（百万円） 
現在価値換算後 

費用（百万円） 

調査・検討等 19.7 39.8 

段切緑化 140.0 260.1 

枠組堰堤 53.0 91.8 

法面保護 36.0 59.9 

事業費 

水質対策堰堤 1,060.0 1,455.2 

維持管理費 81.2 83.0 

合   計 1,389.8 1,990.0 

※維持管理費は、事業完了後からこれまでにかかった維持管理費と、水質対策

堰堤について今後発生すると考えられる維持管理費（平成 14・16 年度と同

規模以上の出水が起きる確率をもとに推計）から算出した。 
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・総便益は、直接効果と間接効果により得られる便益の合計を現在価

値化して、約 2,803 百万円と算出しました。 
 

表 4-5 便益一覧 

 便益（百万円） 
現在価値換算後 

便益（百万円） 

直接効果 119.7 77.7 

間接効果 4,139.0 2,685.4 

施設の残存価値 130.9 40.3 

合   計 4,389.5 2,803.4 

 

 

上記の費用便益比を求めた結果、次のようになりました。 
 

費用便益比 Ｂ／Ｃ ･･･ 1.41 ≧ 1.00 

※Ｂは総便益、Ｃは総費用 

 

 

＜本費用対効果で取り扱っていない定量化が困難な効果＞ 

定量化が困難なため、本費用対効果の対象としていませんが、

この他にも以下のような効果が見込まれます。 

・新たな湛水面の出現によるレクリエーションの多様化 

（水辺とのふれあい等） 

・周辺観光施設の活性化（キャンプ場等） 

・水力発電施設の減耗の軽減 

・ダム下流地域の農業生産量の増加 
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貯水池水質保全事業により、濁水軽減効果の発現が見られるとともに、

沿川住民及び観光客からは景観の改善などの間接的な効果が評価されて

います。 

よって、今後の事業評価の必要性は生じないと判断しました。 

なお、貯水池を含め、今後「ダム等の管理に係るフォローアップ制度」

に基づいて対応していきます。 
 

 

 

 

 

 

九頭竜ダムの管理開始以来最大の流入量を記録した平成 14年 7月台風

６号出水などによって、水質対策堰堤に大量の土砂が堆積しました。 

このため、平成 16・17 年度と土砂撤去作業を進め、事業効果の早急な

回復に取り組んでいます。なお、撤去した土砂は、キャンプ場の整備に

活用します。 
 

 

 

 

 

 

 

特に、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要

性はありません。 

 

 

５．事後評価の必要性 

６．改善措置の必要性 

７．同種事業の計画・調査のあり方や 

事業評価手法の見直しの必要性


